
ニューロサイエンス学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Neuroscience

・ニューロサイエンス学位プログラム博士後期課程への進学

・心理学、障害科学、生命科学などの隣接諸領域の学位プログラム博士後期課程への進学

・産官の現場での一般職、専門職

・国内・外の高等教育機関の教員や障害科学領域の専門職

7．研究実践スキル： 研究者倫
理に基づき、神経科学分野
において、人や動物を対象
とした基礎的な研究（実験・
調査）が実施できる能力。

基礎科学英語1・2、神経科学実験・実習
A・B・C・D、英語ジャーナルクラブ1・2、
実践的神経科学インターンシップ、学会
発表、学会での質疑応答、セミナーでの
質問など

キャリアプランセミナー、神経科学実験・
実習A・B・C・D、実践的神経科学イン
ターンシップ、TAでの経験、 学外の研
究者との共同研究など

基礎科学英語1・2、英語ジャーナルクラ
ブ1・2、神経科学先端セミナー1・2、修
士論文指導1・2・3・4、留学生との交流、
外国人との共同研究など

基礎科学英語1・2，英語ジャーナルクラ
ブ1・2、学会発表、学会での質疑応答、
セミナーでの質問など
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・神経科学の研究領域を“分子・細胞”、 “システム”、 “行動・認知”、 “障害、臨床、支援”の4つに分けて、神

経科学基礎論および神経科学実験・実習を開設することによって、神経科学の全領域の基礎を系統的に学ぶ

ことのできる教育課程を編成する。

・基礎科目（「キャリアプランセミナー」、「研究倫理」）および専門基礎科目（「神経科学基礎論」、「基礎科学英語」）

の必修科目では、神経科学の基礎研究力、科学英語コミュニケーション力を養成する。また、学術院共通基盤

科目の履修を必修とし、隣接諸領域の知識、物の見方、考え方を学ぶ。

・専門科目の「神経科学実験・実習」では、神経科学の多様な研究手法をhands-on実習を通して学ぶ。「英語ジ

ャーナルクラブ」、 「神経科学先端研究セミナー」では、神経科学研究の動向について幅広い知識を自律的に

学修する。また、実践的神経科学インターンシップを開設し、神経科学の基礎研究の成果を様々な社会実践の

現場でどのように応用、活用できるのかを体験的に学ぶ機会を提供する。

・「修士論文研究指導」として、4つの必修科目の開設し、修士論文研究のテーマ決定、修士論文研究構想発表、

修士論文研究資格試験、修士論文作成、修士論文最終試験、修士論文最終公開発表、修士の学位取得まで

の過程を段階的に指導することにより、学位の質の保証を図る。

1年次の学修

・入学直後開講される「キャリアプランセミナー」を履修し、修士取得までの学修計画および修了後の進路計画を

自ら考え策定する。

・大学院共通科目「研究倫理」および「学術院共通基盤科目（科目は自由に選択）」を履修し、研究者としての倫

理観や人間科学に関する幅広い教養を身につける。

・「神経科学基礎論A・B・C・D」 （Principles of Neural Science, Fifth Edition；カンデル神経科学、第５版をテキス

トとして使用）のすべて履修し、 “分子・細胞”、 “システム”、 “行動・認知”、 “障害、臨床、支援”の神経科学

の全般に関する基礎知識を習得する。

・神経科学基礎論の講義をもとに、 “分子・細胞”、 “システム”、 “行動・認知”、 “障害、臨床、支援”のいずれかの

領域の「神経科学実験・実習A・B・C・D」を１科目以上選択し、当該領域の基礎的研究課題や研究手法を実

践的に学ぶ。

・通年で開講される「基礎科学英語1」、 「英語ジャーナルクラブ1」を履修し、英語コミュニケーション力、ディベー

ト力、英語読解力を自律的に学ぶ。また、 「神経科学先端研究セミナー1」を履修し、招聘講師による研究セミ

神経科学先端セミナー1・2、修士論文指
導1・2・3・4、学会発表、修士論文作成な
ど
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・「修士論文研究指導2～4」以外の科目の評価は、シラバスに記載する評価方法に従って行う。

・「修士論文研究指導2～4」の科目は、指導教員の評点に加え、下記により評価の上、単位認定する。

（1）「修士論文研究指導 2」：修士論文研究構想発表。（全研究指導担当教員の参加のもと、修士論文研究テーマ、

研究計画についての口頭発表）。

（2） 「修士論文研究指導 3」：修士論文研究資格試験。

（3） 「修士論文研究指導 4」：修士論文最終試験。（全研究指導担当教員の参加のもと、修士論文研究について

の発表と口頭試問）。なお、最終試験合格者は修士論文最終公開発表を実施する。

　広く、人の心と行動や脳機能、およびその異常についての専門的研究に関心の高い人材。神経科学、心理学、

障害科学、生物学、基礎医学などの学部教育を受けた者が望ましいが、必須ではない。

ナーおよびインフォーマルディスカッションを通して、神経科学の幅広い領域の先端的研究の面白さを学ぶ。

・「修士論文研究指導1」では、修士論文研究のテーマに関連する先行研究についての文献を検索、学修する。

「修士論文研究指導2」では、修士論文研究構想発表を経て修士論文研究を進めると共に、2年次4月の修士

論文研究資格試験に向けての準備を進める。

2年次の学修

・自身のキャリアプランに応じて、「基礎科学英語2」、「英語ジャーナルクラブ2」、「神経科学先端研究セミナー2」、

「実践的神経科学インターンシップ」などのニューロサイエンス学位プログラム開設科目や、 「学術院共通基盤

科目」、他の学位プログラム開設科目を履修し、学位取得に向けてのより高度な知識、研究手法、論理的

思考力、英語力、実践力を習得する。

・「修士論文研究指導3」では、修士論文研究資格試験に合格した上で、修士論文研究を継続して進める。「修

士論文研究指導4」では、修士論文の作成を進め、修士論文最終試験合格を目指す。
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